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八千代市第５次総合計画策定（後期基本計画策定時）基本方針 

 

 

令和５年１１月１４日 策定  

第５次総合計画策定（後期基本計画策定時）に関する基本方針は，以下のとお

りとします。 

 

１ 基本構想の取扱い 

  後期基本計画の策定に当たっては，原則，基本構想を踏襲するものとします。

ただし，計画の策定に際し，基本構想の一部修正を行う場合もあります。 

 

２ 後期基本計画策定の基本的方針 

（１）後期基本計画は，基本構想に示した基本理念及び将来都市像を実現する

ため，施策の大綱に基づき，限られた資源を最大限活用し，まちづくり

を着実に推進していくため，重点的に実施する施策を位置付けた基本的

な計画とします。 

（２）後期基本計画は，以下に掲げる前期基本計画策定後に生じた新たな行政

課題を踏まえて策定するものとします。 

  ①人口構造の変化，公共施設の老朽化，自然災害への対応などの課題に

加えて，コロナ禍からの社会経済活動の正常化，さらにはＳＤＧｓや

ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）の推進，環境に配慮し

たカーボンニュートラルの実現などをはじめとする時代の潮流への対

応 

  ②「デジタル田園都市国家構想」に基づき，デジタル技術の活用によって，

地域の特性を生かしながら地方の社会課題解決や魅力向上の取組を加速

化・深化することを目的とした次期総合戦略の策定 

（３）財政状況等を十分に想定し，施策の実現性や事業の実効性を確保した計

画とします。 
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３ 実施計画策定の基本的方針 

  実施計画は，後期基本計画において定められた基本的な施策を効果的に実

施するための具体的な事業を明らかにするとともに，財源の裏付けを伴う市

政の具体的な計画とします。 

 

４ 計画の期間 

 （１）後期基本計画の計画期間は，令和７（２０２５）年度から令和１０（２

０２８）年度までの４年間とします。 

 （２）実施計画の計画期間は３年間とし，毎年度見直すローリング方式としま

す。 

 

（八千代市第５次総合計画の計画期間） 

年度 
令和３ 

(2021) 

令和４ 

(2022) 

令和５ 

(2023) 

令和６ 

(2024) 

令和７ 

(2025) 

令和８ 

(2026) 

令和９ 

(2027) 

令和 10 

(2028) 

基本構想 

(８年) 

        

基本計画 

(４年，４年) 

        

実施計画 

（３年） 

毎年度見直し 

        

 

５ 計画の策定体制 

（１）市民参画 

市民意識調査，ワークショップ等のほか，パブリックコメントによる計画

（案）の周知や意見の募集など市民の参加を促進し，広く市民の意見を反

映させるものとします。 

（２）総合計画審議会 

後期基本計画の策定に当たっては，計画（案）を市長の諮問機関である総
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合計画審議会において審議するものとします。 

 

（３）議会 

   様々な観点で意見や提案を受けるため，策定過程の節目ごとに議会に対

して説明の機会を設けるものとします。 

（４）庁内策定体制 

総合計画策定会議をはじめとして，職員の積極的な参画を求め，全庁を挙

げて計画の策定に取り組むものとします。 

（５）調査等の活用 

後期基本計画の策定に当たっては，市民意識調査等の調査結果を活用する

ものとします。 

 

６ 策定の時期 

  後期基本計画及び後期実施計画（令和７年度版）は，令和６年度中に策定す

るものとします。 

 

７ 計画の策定 

後期基本計画及び後期実施計画は，部長会議において決定するものとしま

す。 

 

８ 公表について 

後期基本計画の策定に当たっては，所要事項を適切な時期に市ホームぺー

ジや広報やちよ等で公開するものとします。 

 

９ その他 

 策定基本方針に定めるもののほか，後期基本計画の策定に関して必要な事

項は，別に定めるものとします。 


